
花
で
輝
く
三
島
に
し
た
い

　

三
島
花
の
会
は
、
市
内
シ
ニ
ア
を

中
心
に
昭
和
55
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

市
内
の
環
境
美
化
、
緑
化
の
推
進
を

目
的
に
、
除
草
・
花
が
ら
摘
み
、
植

え
替
え
、
清
掃
、
花
づ
く
り
講
習
会
、

三
島
み
ど
り
ま
つ
り
や
み
し
ま
花
の
ま

ち
フ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト

参
加
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

花
好
き
な
仲
間
で
集
ま
り
、
現

在
は
１
０
０
人
ほ
ど
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
花
づ
く
り
を
通
し
て
挨
拶
か

ら
始
ま
る
緑
と
人
の
輪
を
広
げ
よ

う
と
、「
１
つ
で
も
参
加
で
き
れ
ば

花は
な
と
も友

」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の
緑
化

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
無
理
の
な
い

会
の
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

シビックプライドとは…�まちに誇りや愛着を持ち、主体的にまちづくりに関わること。 
当事者意識の高い市民がこのまちの主役です。

三島花の会

会長　大村洋子さん▲みんな花が大好きです

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問広報広聴課☎983・2620 三島市　市民活動団体応援

第５回ちびっこ国際教室 
World Festival ～世界のお祭り～

時12 月 16 日㈰午後１時～４時場日本大
学国際関係学部三島校舎内子供たちに海
外に興味を持ってもらうため日大生と外
国人留学生がさまざまなお祭りを再現し
ます。一緒に楽しみましょう費100 円（保
険料）対小学生定先着 80 人申12 月 10 日
㈪までに、*chibikoku.nichidai@gmail.
comに空メール問牧☎ 090・7953・2712

日本大学国際関係学部吹奏楽部 
第 28 回定期演奏会

時12 月 16 日㈰開場午後１時 30 分、開演
午後２時場長泉町文化センター内吹奏楽の
ための小狂詩曲、東京ブギウギほか費無料
対どなたでも問鈴木☎ 080・8212・9256

伊豆中央高校吹奏楽部 
第 29 回冬のコンサート

時12 月 24 日（月・振休）開場午後４時
30 分、開演午後５時場函南町文化セン
ター大ホール内▶指揮：藤田光介▶アル
セナールほか費無料問伊豆中央高等学校
☎ 949・4771

初心者の短歌教室　素の会 
あなたも短歌をはじめませんか

心の揺らぎを 31 文字に。見つめることは
愛すること、言葉は自分より出て自分に
帰ってきます時毎月第２水曜日場生涯学習
センター研修室講素の会代表：君山宇多子
費月 1,000 円申・問芹澤和子☎ 986・8456

武蔵をうならせた武術、杖道 
同好会会員募集

時毎週土曜日午前９時～正午場西小学校、
市民体育館内杖と木刀による形稽古を行
う古武道です。老若男女誰でもできま
す。武道経験のない人も大歓迎費中学生
以下：月 300 円、高校生：月 500 円、大人：
月 1,000 円申・問山形☎ 972・5670

三島市テニス協会硬式テニス教室

時平成31年１月10日～３月14日毎週木曜日午
後１時～３時場文教テニスコート費6,000 円
（８回分）対市内在住、在勤の 18 歳以上の人
定初心者：10 人、初～中級：20 人申12 月 20
日㈭までにはがきに住所、氏名、希望クラス、
電話番号を記入し、市民体育館内三島テニス
協会硬式テニス教室宛〶 411・0033 文教町２・
10・57問新妻☎ 090・5103・1819

高齢者、障がい者、車いす利用者のための
福祉レクリエーション参加者募集

時平成 31 年１月 12 日、２月２日、３月
２日各日土曜日午前 10 時～ 11 時 30 分
場社会福祉会館３階第１会議室費無料対
どなたでも申不要問静岡県福祉レクリ
エーション連盟・齋藤☎ 941・6465

婚活料理教室＆スイーツブッフェ　
三島で踏み出せその一歩！！

時平成 31 年１月 13 日㈰午前 11 時～午
後２時場gawa Mishima（北田町）内オ
シャレな料理とアットホームな婚活会。
小川正道シェフのご指導でグループで料
理を作ります※詳細はサムオレで検索対
30 ～ 49 歳費女性 3,500 円、男性 4,500
円定男女各 10 人申・問平成 31 年１月 10
日㈭までにサムシング オレンジ三島・
中嶋*maushima@yahoo.co.jp

ひとり親・寡婦のための 
就業支援講習会パソコン講座

時平成 31 年１月 13 日㈰、27 日㈰午前
10 時～午後４時場生涯学習センター５
階内ファイル管理、ビジネス文書作成、
履歴書・職務経歴書の作り方（USB メ
モリに保存してプレゼント）※無料託児
有り、申込時に要予約費無料対ひとり親、
寡婦で就職に役立てたい人申・問平成
31 年１月７日㈪までに母子家庭等就業・
自立支援センター☎ 054・254・1191

平成 30 年 1 月１日号への掲載の申
込みは、11 月 16 日㈭までに、広報
広聴課*kouhou@city.mishima.shiz
uoka.jp、℻ 983・2719

文化

その他
平成 31 年２月１日号への掲載
の申込みは、12 月 21 日㈮まで
に、広報広聴課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、℻ 983・2719

広報みしま 締切日

平成31年３月１日号 １月２５日㈮

平成31年４月１日号 ２月２6日㈫

平成31年５月１日号 ３月２8日㈭

子育て・教育
スポーツ・健康
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郷土資料館☎ 971・8228 企画展「近代三島をつくった人々－後期：経済・文化編－」を開催！
開催期間は 10 月 13 日㈯～平成 31 年1月3日㈭です。

近
代
三
島
を
つ
く
っ
た
人
々 

　
　
（
将
軍
家い
え
も
ち茂

の
上じ
ょ
う
ら
く洛）

　

今
回
は
企
画
展
「
近
代
三
島
を
つ

く
っ
た
人
々
」
第
６
章
「
交
通
の
発

達
」
で
展
示
中
の
、
一
四
代
将
軍
徳

川
家
茂
の
上
洛
風
景
を
描
い
た
浮
世

絵
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
四
代
将
軍
家
茂
は
、
攘じ

ょ
う
い夷

（
外

敵
を
撃
ち
払
っ
て
国
内
に
入
れ
な

い
こ
と
）
の
方
法
を
み
ず
か
ら
天

皇
に
奏
上
す
る
た
め
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
二
月
に
上
洛
の
途
に

着
き
ま
し
た
。
往
路
で
東
海
道
を
用

い
、復
路
で
海
路
を
用
い
て
い
ま
す
。

徳
川
将
軍
に
よ
る
上
洛
は
長
ら
く
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
家
茂
の
上
洛
は
三

代
家
光
以
来
、
二
二
九
年
ぶ
り
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
当
時
の

人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
一
大
事
と

い
え
る
出
来
事
で
す
。

　

将
軍
家
茂
は
、約
三
〇
〇
〇
人
の
行

列
を
従
え
て
二
月
一
三
日
に
江
戸
を

出
立
し
ま
し
た
。一
行
は
、一
七
日
に

箱
根
の
山
越
え
に
臨
み
、箱
根
宿
で
昼

休
憩
を
と
っ
た
の
ち
、山
中
新
田
の
宗

閑
寺
で
小
休
憩
を
と
っ
て
三
島
宿
に

入
っ
て
い
ま
す
。三
島
宿
で
は
本
陣
、

脇
本
陣
、旅は

た
ご籠
に
そ
れ
ぞ
れ
宿
を
と
り

ま
し
た
。将
軍
家
茂
の
宿
泊
先
に
は
、

事
前
調
査
の
結
果
、一
の
本
陣
で
あ
る

世
古
本
陣
（
現
在
の
本
町
交
差
点
北

西
の
パ
ン
屋
辺
り
に
所
在
）が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。翌
朝
、三
島
宿
を
出
立
し

て
吉
原
宿
に
泊
ま
り
、三
月
四
日
に
京

都
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

右
下
の
浮
世
絵
は
、
こ
の
と
き
の

上
洛
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
い
た
通

称
「
御ご

じ
ょ
う
ら
く
と
う
か
い
ど
う

上
洛
東
海
道
」
と
い
う
揃

そ
ろ
い
も
の物

の
一
枚
で
、
三
島
宿
通
行
時
の
様
子

を
描
い
て
い
ま
す
。
当
時
の
出
版
法

令
は
徳
川
家
に
関
す
る
事
象
を
扱
う

こ
と
を
禁
じ
て
い
た
た
め
、
画
中
に

は
「
東
海
道　

三
嶋
」
と
し
か
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。「
御
上
洛
東
海
道
」

と
い
う
呼
称
は
あ
く
ま
で
通
称
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
揃
物
は
、
全
一
六
〇
余
枚
か

ら
成
る
大
作
で
、
江
戸
の
版
元
二
十

以
上
が
共
同
で
企
画
し
、
歌
川
派
の

絵
師
総
勢
一
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

三
島
を
描
い
た
こ
の
一
枚
は
、
美
人

画
や
役
者
絵
を
得
意
と
し
た
三
代
歌

川
豊と

よ
く
に国

（
国く

に
さ
だ貞

）
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
画
面
を
上
下
で
二
分
割
し
、
上

半
分
に
三
島
明
神
（
現
三
嶋
大
社
）

の
鳥
居
と
東
海
道
を
進
む
行
列
の
様

子
を
、
下
半
分
に
三
島
女じ

ょ
ろ
う
し
ゅ
う

郎
衆
の

身み
じ
た
く

支
度
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

三
島
明
神
の
鳥
居
の
位
置
か
ら
し

て
、
京
都
を
目
指
す
行
列
は
左
か
ら

右
に
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
で
す
が
、
行
列
は
右
か
ら
左
に
向

け
て
描
か
れ
て
お
り
、
構
図
設
定
上

や
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
か
、
何
ら

か
の
意
図
を
含
む
も
の
か
、
疑
問
の

残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
く
の
版
元
・

絵
師
が
寄
り
集
ま
っ
て
製
作
し
た
こ

の
大
作
か
ら
、
二
二
九
年
ぶ
り
と
な

る
将
軍
上
洛
へ
の
、
当
時
の
人
々
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
三

島
宿
に
住
む
人
々
も
、
同
じ
く
並
々

な
ら
ぬ
関
心
を
も
っ
て
こ
の
一
行
を

迎
え
入
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。 ▲御上洛東海道　三嶋

▲参考：世古本陣の門 
現在は移築され、長
円寺の門として残る
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ぼ
く
が
学
校
か
ら
帰
る
と
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
必
ず
お
や
つ
を
く
れ
ま
す
。

　

お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
っ
て
く
れ
た
り
、
お

か
し
を
く
れ
た
り
し
ま
す
。
ぼ
く
が
熱
を

出
し
て
学
校
を
休
ん
だ
と
き
は
、
お
昼
ご

飯
や
飲
み
物
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
が
習
い
事
に

行
く
と
き
に
、
車
で
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

何
か
を
が
ん
ば
っ
た
り
、
成
績
が
良
い

と
き
は
、
お
こ
づ
か
い
も
く
れ
ま
す
。

　

と
き
ど
き
二
人
で
け
ん
か
し
た
り
、
の

み
会
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
た
り
す
る
け

ど
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
、
ぼ
く
を

見
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ぼ
く
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番　

む
ら
か
み　

だ
い
ご 

さ
ん
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